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人間生活の器と言われる建築は、利用者のだれにとっても安全快適であるべきです。しかし、実際の生活環境
としての建築には身体状況の差異による移動障害とともに情報障害の問題など、多くの課題があります。

わが国では、これまで福祉のまちづくりの中で、身体の不自由な人に対する配慮として建築のバリアフリーが
取り組まれてきました。この流れの中で、より一層、多様な利用者や状況に対応する環境の実現を目指すユニバー
サルデザインが登場してきました。ところが実情は、ユニバーサルデザインの試みはこれまでのバリアフリーと
大差なく、まだその緒についたばかりとも言えます。

私は 1970年代から、身体の不自由な人の利用を考慮した建築デザインやまちづくりについて取り組んできま
した。とりわけ、全国に先駆けて制定した 1977年の「神戸市民の福祉を守る条例・都市施設整備基準」や「高
齢者・障害者を考慮した建築設計マニュアル」の作業を契機に、以降、機会をとらえて利用者の人間条件の拡大
と必要とされる建築デザインの標準化と各プロジェクトでのモデル提案を試みてきました。

本書は、上記取組みの第 1号である既刊『図解　バリアフリーの建築設計』（彰国社）以降の『五感を刺激す
る環境デザイン』（彰国社）や『サイン環境のユニバーサルデザイン』『ユニバーサル サイン』（学芸出版社）な
どの著作に引き続き、「建築ユニバーサルデザイン」の試みと考え方や手法を広く設計者や研究者、行政関係者
はもとより、この分野を学ぼうとする人たちへの基礎的専門書として活用されることを願って紹介するものです。

第 1章から第 3章のユニバーサルデザインに関する基本的な考え方に続いて、第 4章では外部空間、第 5章で
は公共建築、第 6章では居住空間について、各節や項ごとに参考図を多用しながら理解を深めていただくよう構
成しています。必ずしも提示した事例は最適ではありませんが、理論から実践、試行とフィードバックされ、今
後、多くの利用者や関係者の評価や意見を経て改善され、社会として建築のユニバーサルデザインがスパイラル
アップする一助となれば幸いです。
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